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第56期中間報告書の記載事項の一部訂正について 

 

平成27年６月19日付にてご送付申し上げました当社「第56期中間報告書」の記載内容に、一部訂正

すべき事項がございましたので、謹んでお詫び申し上げますとともに、下記のとおり訂正をさせてい

ただきます。 

 

記 

訂正箇所には下線を付しております。 

【訂正箇所】中間報告書１頁 

株主の皆様へのアミューズメント事業のカラオケ部門の記述 

 

＜訂正前＞ 

アミューズメント事業のカラオケ部門におきましては、企業業績の改善に比べ、個人消費はいまひ

とつ盛り上がりに欠ける中、大手カラオケ事業者が市場の寡占化を図るため店舗数を増やし始めたこ

とにより、業界内で出店競争が加速し、市場におけるシェア争いは激しいままに推移いたしました。 

 このような環境のもと、将来の人口減少懸念による今後のカラオケ市場の将来性を考慮し、事業の

選択と集中を図ることで当社グループの更なる業績の向上を図るため、カラオケ事業を縮小すること

とし、１店の閉鎖と４店のカラオケ店舗を営業譲渡いたしました。 

 

＜訂正後＞ 

アミューズメント事業のカラオケ部門におきましては、企業業績の改善に比べ、個人消費はいまひ

とつ盛り上がりに欠ける中、大手カラオケ事業者が市場の寡占化を図るため店舗数を増やし始めたこ

とにより、業界内で出店競争が加速し、市場におけるシェア争いは激しいままに推移いたしました。 

 このような環境のもと、将来の人口減少懸念による今後のカラオケ市場の将来性を考慮し、事業の

選択と集中を図ることで当社グループの更なる業績の向上を図るため、カラオケ事業を縮小すること

とし、１店の閉鎖と５店のカラオケ店舗を営業譲渡いたしました。 
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